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●
変
貌
す
る
東
ア
ジ
ア
の
経
済
地
理

過
去
半
世
紀
に
わ
た
っ
て
、
東
ア
ジ

ア
は
高
い
経
済
成
長
で
世
界
の
注
目
を

集
め
て
き
た
。「
雁
行
形
態
」
と
も
呼

ば
れ
る
こ
の
地
域
の
経
済
発
展
は
、
第

二
次
世
界
大
戦
後
の
日
本
の
復
興
に
は

じ
ま
り
、
香
港
、
台
湾
、
韓
国
、
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
の
ア
ジ
ア
Ｎ
Ｉ
Ｅ
ｓ
、
先
進

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
四
カ
国
、
一
九
九
〇
年
代

以
降
は
中
国
、
後
発
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国

へ
と
広
が
っ
て
い
る
。
イ
ン
ド
も
含
め

た
東
ア
ジ
ア
地
域
は
、
い
ま
や
世
界
の

製
造
業
の
中
心
と
な
っ
て
お
り
、
膨
大

な
人
口
を
抱
え
る
市
場
と
し
て
も
期
待

さ
れ
て
い
る
。

東
ア
ジ
ア
の
経
済
発
展
の
ひ
と
つ
の

特
徴
は
、
そ
れ
が
地
理
的
に
極
め
て
不

均
一
に
、
ま
た
、
時
間
差
を
も
っ
て
進

行
し
て
い
る
点
に
あ
る
。
国
際
的
な
格

差
に
加
え
、
各
国
国
内
で
も
、
経
済
発

展
の
格
差
は
大
き
い
。
こ
れ
に
は
、
イ

ン
フ
ラ
や
諸
制
度
が
十
分
整
っ
て
い
な

い
国
で
も
、
首
都
圏
や
自
由
貿
易
地
域

（
Ｆ
Ｔ
Ｚ
）、
輸
出
加
工
区
（
Ｅ
Ｐ
Ｚ
）

が
先
行
し
て
経
済
発
展
を
実
現
し
て
き

た
こ
と
も
影
響
し
て
い
る
。

一
方
で
、
特
に
一
九
八
〇
年
代
後
半

か
ら
の
東
ア
ジ
ア
の
経
済
発
展
は
、
海

外
直
接
投
資
を
原
動
力
と
し
た
国
際
的

な
生
産
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
発
展
と
軌
を

一
に
し
て
い
る
。
二
〇
〇
〇
年
代
に

入
っ
て
か
ら
は
自
由
貿
易
協
定
（
Ｆ
Ｔ

Ａ
）
や
経
済
連
携
協
定
（
Ｅ
Ｐ
Ａ
）
の

締
結
に
よ
っ
て
地
域
内
の
生
産
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
は
益
々
緊
密
に
な
っ
て
い
る
。

今
日
の
東
ア
ジ
ア
の
経
済
発
展
を
よ

り
詳
細
に
分
析
す
る
た
め
に
は
、
も
は

や
国
を
単
位
と
し
た
分
析
で
は
不
十
分

に
な
り
つ
つ
あ
る
。
国
よ
り
下
位
の
サ

ブ
・
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
都
市
・
地
域
の
視

点
、
同
時
に
、
国
境
を
ま
た
い
だ
ス
ー

パ
ー
・
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
地
域
の
視
点
が

必
要
と
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
東
ア
ジ
ア
地
域
全
体
の
経

済
発
展
を
地
理
的
側
面
か
ら
研
究
す
る

試
み
は
、
地
域
統
合
の
先
輩
格
で
あ
る

Ｅ
Ｕ
に
比
べ
て
遅
れ
て
お
り
、
効
果
的

な
地
域
開
発
政
策
の
立
案
・
実
施
の
妨

げ
に
な
っ
て
い
る
。
東
ア
ジ
ア
地
域
で

は
、
よ
う
や
く
後
発
国
で
も
国
レ
ベ
ル

で
の
各
種
統
計
の
整
備
が
進
ん
で
き
た

も
の
の
、
国
よ
り
下
位
の
地
理
区
分
で

の
経
済
デ
ー
タ
の
整
備
は
依
然
と
し
て

不
十
分
で
あ
る
。

ア
ジ
ア
経
済
地
理
デ
ー
タ
セ
ッ
ト

は
、
東
ア
ジ
ア
地
域
の
経
済
発
展
の
地

理
的
な
側
面
を
研
究
す
る
た
め
の
基
礎

デ
ー
タ
と
し
て
構
築
が
開
始
さ
れ
た
。

今
後
、
継
続
的
に
デ
ー
タ
整
備
を
続
け

る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
東
ア
ジ
ア
地
域

の
経
済
・
産
業
が
、
各
国
内
で
、
ま
た
、

国
境
を
越
え
て
、
時
系
列
で
ど
の
よ
う

に
変
貌
し
た
か
を
跡
づ
け
る
貴
重
な
資

料
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

●
ア
ジ
ア
経
済
地
理
デ
ー
タ
セ
ッ
ト

ア
ジ
ア
経
済
地
理
デ
ー
タ
セ
ッ
ト

は
、東
ア
ジ
ア
の
一
八
の
国
・
地
域
（
Ａ

Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
一
〇+

日
本
、
中
国
、
韓

国
、
台
湾
、
香
港
、
マ
カ
オ
、
イ
ン
ド
、

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
）
の
約
一
八
〇
〇
地

域
、
人
口
で
約
三
二
億
人
（
世
界
の
四

九
％
）、Ｇ
Ｄ
Ｐ
で
約
一
〇
兆
ド
ル
（
同

二
二
％
）
を
カ
バ
ー
し
て
い
る
。　
　

本
デ
ー
タ
セ
ッ
ト
は
、
各
国
各
地
域

の
人
口
・
面
積
の
他
、
農
林
漁
業
、
鉱

業
、
製
造
業
（
最
大
一
六
部
門
）、
サ
ー

ビ
ス
業
（
最
大
七
部
門
）
の
最
大
二
五

部
門
（
表
１
）
の
産
業
別
Ｇ
Ｄ
Ｐ
か
ら

な
っ
て
い
る
。
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
ま
ず
各
国
通

貨
建
て
名
目
額
で
作
成
さ
れ
、
二
〇
〇

五
年
期
中
平
均
為
替
レ
ー
ト
を
用
い
て

名
目
米
ド
ル
に
統
一
さ
れ
て
い
る
。

本
デ
ー
タ
セ
ッ
ト
の
地
理
区
分
は
基

本
的
に
各
国
の
行
政
区
分
を
踏
襲
し
て

い
る
。
面
積
が
狭
い
香
港
、
マ
カ
オ
、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
ブ
ル
ネ
イ
に
つ
い
て

は
各
国
・
地
域
を
ひ
と
つ
の
地
域
と
し

て
扱
っ
て
い
る
。
マ
レ
ー
シ
ア
、
フ
ィ

リ
ピ
ン
、
タ
イ
、
ベ
ト
ナ
ム
、
ラ
オ
ス
、

カ
ン
ボ
ジ
ア
、
日
本
、
台
湾
、
韓
国
に

つ
い
て
は
、
国
よ
り
ひ
と
つ
下
の
行
政

区
分
を
採
用
し
、
中
国
、
イ
ン
ド
、
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
、バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
、ミ
ャ

ン
マ
ー
に
つ
い
て
は
、
人
口
と
行
政
区

分
の
数
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し
、
国
よ

熊
谷 

聡

ア
ジ
ア
経
済
地
理
デ
ー
タ
セ
ッ
ト

統計の作り方・使い方
―上手に統計を使うためにー

特　　集
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り
二
つ
下
の
行
政
区
分
を
採
用
し
て
い

る
。本

デ
ー
タ
セ
ッ
ト
は
、
ア
ジ
ア
経
済

研
究
所
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（
参
考
Ｕ
Ｒ

Ｌ
）
で
、
基
本
的
な
デ
ー
タ
が
公
開
さ

れ
て
い
る
。

●
デ
ー
タ
セ
ッ
ト
作
成
の
手
法
と

課
題

東
ア
ジ
ア
各
国
の
経
済
地
理
デ
ー
タ

の
整
備
状
況
は
、
国
に
よ
っ
て
大
き
く

異
な
る
。
地
域
別
・
産
業
別
Ｇ
Ｄ
Ｐ
を

比
較
的
容
易
に
入
手
で
き
る
国
も
あ
れ

ば
、
国
よ
り
下
の
地
理
区
分
で
は
各
種

デ
ー
タ
を
基
本
的
に
入
手
で
き
な
い
国

も
あ
る
。
ま
た
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
よ
う

に
、
国
レ
ベ
ル
で
も
統
計
デ
ー
タ
の
入

手
が
難
し
い
国
も
あ
る
。　

も
し
、
当
該
国
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
統
計
が
、

地
理
的
な
区
分
と
産
業
分
類
の
両
方
に

お
い
て
十
分
に
細
か
い
場
合
、
必
要

な
作
業
は
本
デ
ー
タ
セ
ッ
ト
の
地
理

区
分
・
産
業
分
類
に
あ
わ
せ
た
「
統

合
」
だ
け
で
す
む
。
し
か
し
、
実
際
に

は
そ
う
し
た
国
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
地

理
区
分
や
産
業
分
類
を
、
各
国
の
産
業

セ
ン
サ
ス
な
ど
補
完
的
な
統
計
情
報
を

用
い
て
よ
り
細
か
い
地
理
区
分
・
産
業

分
類
へ
と
「
按あ

ん

分ぶ
ん

」
す
る
こ
と
が
必
要

と
な
る
。
こ
の
按
分
を
、
よ
り
信
頼
性

の
高
い
か
た
ち
で
行
う
こ
と
が
、
デ
ー

タ
セ
ッ
ト
作
成
上
の
最
大
の
課
題
で
あ

る
。ま

た
、
本
質
的
に
は
、
経
済
地
理
情

報
の
分
析
は
、
一
定
の
基
準
に
よ
っ
て

定
義
さ
れ
た
「
都
市
圏
」
区
分
で
行
わ

れ
る
必
要
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、
日
本

の
場
合
、
関
東
地
方
は
行
政
単
位
で
は

一
都
六
県
に
分
か
れ
て
い
る
が
、
三
〇

〇
〇
万
人
超
の
人
口
を
擁
す
る
地
域
を

都
市
圏
と
し
て
一
体
で
分
析
す
る
こ
と

が
望
ま
し
い
。
し
か
し
、
東
ア
ジ
ア
に

つ
い
て
は
、
適
切
な
都
市
圏
を
定
義
す

る
こ
と
が
難
し
い
た
め
、
現
状
で
は
行

政
区
画
を
単
位
と
し
た
デ
ー
タ
作
成
に

と
ど
ま
っ
て
い
る
。

続
い
て
、
ア
ジ
ア
経
済
地
理
デ
ー
タ

セ
ッ
ト
の
応
用
例
を
紹
介
す
る
。

●
所
得
格
差
の
地
理
的
分
析

東
ア
ジ
ア
に
は
中
国
や
イ
ン
ド
に
代

表
さ
れ
る
、
大
き
な
人
口
を
抱
え
る
と

同
時
に
広
い
国
土
を
持
つ
国
が
あ
る
。

こ
う
し
た
国
々
に
つ
い
て
は
、
国
レ
ベ

ル
に
集
計
さ
れ
た
統
計
情
報
を
み
る
だ

け
で
は
、
各
地
域
の
実
情
を
正
し
く
把

握
で
き
な
い
可
能
性
が
あ
る
。

図
１
は
二
〇
〇
五
年
時
点
の
一
人
あ

た
り
Ｇ
Ｄ
Ｐ
を
地
域
レ
ベ
ル
で
示
し
た

も
の
で
あ
る
。
各
地
域
は
、
世
界
銀
行

の
定
義
に
よ
る
低
所
得
国
、
下
位
中
所

得
国
、
上
位
中
所
得
国
、
高
所
得
国
の

四
区
分
の
所
得
水
準
に
基
づ
い
て
分
類

表 1　アジア経済地理データセットの産業部門一覧

ID セクター名
001-005 農林漁業
006-007 鉱業
008 食品・飲料・たばこ産業
009 繊維・革製品製造業
010 木材・木製品製造業
011A パルプ・紙類製造業
011B 印刷・出版業
012 化学工業
013 石油製品製造業
014 プラスチック・ゴム製品製造業
015 窯業・土石製品製造業
016A 鉄鋼業
016B 金属製品製造業
017A 電子・電機製品製造業
017B 機械製品製造業
018A 自動車製造業
018B その他輸送機器製造業
019 その他製造業
020 電気・ガス・水道業
021 建設業
022 輸送・通信業
023A 宿泊・飲食サービス業
023B 金融業
023C その他サービス業
024 公共サービス・国防

（出所）筆者作成。

図 1　東アジアの 1人あたりGDP（2005 年：名目米ドル）

（出所）アジア経済地理データセット 2005 より筆者作成。

高所得国レベル（10,726 米ドル以上）
上位中所得国レベル（3,466 ～ 10,725 米ドル）
下位中所得国レベル（876 ～ 3,465 米ドル）
低所得国レベル（875 米ドル以下）
データ未作成
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アジア経済地理データセット

さ
れ
て
い
る
。
国
レ
ベ
ル
で
は
、
中
国

は
下
位
中
所
得
国
、
イ
ン
ド
は
低
所
得

国
に
分
類
さ
れ
る
が
、
地
域
レ
ベ
ル
で

み
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
な
か
に
複

数
の
所
得
レ
ベ
ル
に
属
す
る
地
域
が
混

在
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

図
２
は
、
中
国
本
土
、
イ
ン
ド
、
Ａ

Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
一
〇
カ
国
に
つ
い
て
、
各
地

域
の
所
得
水
準
別
の
人
口
を
積
算
し
た

も
の
で
あ
る
。
中
国
は
、
下
位
中
所
得

国
レ
ベ
ル
の
地
域
の
人
口
が
七
・
八
億

人
と
多
数
を
占
め
る
一
方
で
、
低
所
得

国
レ
ベ
ル
の
地
域
の
人
口
も
依
然
と
し

て
三
・
七
億
人
お
り
、
上
位
中
所
得
国

レ
ベ
ル
の
地
域
の
人
口
も
一
・
四
億
人

に
達
す
る
。
イ
ン
ド
の
場
合
、
低
所
得

国
レ
ベ
ル
の
地
域
の
人
口
が
八
・
三
億

人
と
圧
倒
的
に
多
く
、
下
位
中
所
得
国

レ
ベ
ル
の
地
域
の
人
口
が
二
・
一
億
人

と
な
っ
て
い
る
。
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
に
つ
い

て
は
、
低
所
得
国
レ
ベ
ル
の
地
域
の
人

口
が
三
・
四
億
人
い
る
一
方
、
下
位
中

所
得
国
レ
ベ
ル
の
地
域
の
人
口
が
一
・

七
億
人
、
上
位
中
所
得
レ
ベ
ル
の
地
域

の
人
口
が
四
六
〇
〇
万
人
お
り
、
中
所

得
レ
ベ
ル
の
人
口
を
合
計
す
る
と
、
イ

ン
ド
を
上
回
る
。

こ
う
し
た
地
域
別
の
所
得
水
準
は
、

各
国
の
な
か
で
ど
の
地
域
が
市
場
と
し

て
潜
在
力
が
あ
る
の
か
、
ど
の
地
域
が

経
済
発
展
の
た
め
の
支
援
を
必
要
と
し

て
い
る
の
か
を
把
握
す
る
手
が
か
り
と

な
る
。

●
産
業
集
積
の
分
析

近
年
、
経
済
発
展
を
分
析
す
る
う
え

で
、
産
業
集
積
の
視
点
が
ま
す
ま
す
重

要
に
な
っ
て
い
る
。
産
業
集
積
を
分
析

す
る
際
に
は
、
産
業
別
の
企
業
数
、
雇

用
者
数
、
付
加
価
値
額
な

ど
に
つ
い
て
、
ジ
ニ
係

数
（Gini Coefficient

）、

タ
イ
ル
指
数
（T

heil 
Index

）、
特
化
係
数

（Location Q
uotient

：

Ｌ
Ｑ
）な
ど
を
算
出
す
る
。

こ
こ
で
用
い
る
Ｌ
Ｑ
は
、

「
当
該
地
域
の
当
該
産
業

の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
が
全
国
の
当
該

産
業
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
に
占
め
る

シ
ェ
ア
」
と
「
当
該
地
域

の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
が
全
国
の
Ｇ
Ｄ

Ｐ
に
占
め
る
シ
ェ
ア
」
の

比
で
あ
る
。
当
該
地
域
・

当
該
産
業
の
Ｌ
Ｑ
が
一
よ

り
大
き
い
（
小
さ
い
）
場

合
、
そ
の
地
域
に
お
い
て

そ
の
産
業
は
全
国
平
均
よ
り
も
集
積
し

て
い
る
（
し
て
い
な
い
）
こ
と
に
な
る
。

図
３
―
１
お
よ
び
図
３
―
２
は
、
タ

イ
の
電
子
・
電
機
産
業
と
自
動
車
産
業

に
つ
い
て
県
別
Ｌ
Ｑ
を
示
し
た
も
の
で

あ
る
。
Ｌ
Ｑ
で
み
た
場
合
、
タ
イ
の
な

か
で
も
っ
と
も
電
子
・
電
機
産
業
が
集

積
し
て
い
る
の
は
ア
ユ
タ
ヤ
（
六
・
九
）

で
、
サ
ラ
ブ
リ
（
四
・
九
）、
ラ
ン
プ

ン
（
三
・
四
）
が
続
く
。
一
方
、
自
動

車
産
業
が
も
っ
と
も
集
積
し
て
い
る
の

は
、
サ
ム
ッ
ト
・
サ
コ
ー
ン
（
四
・
四
）、

サ
ム
ッ
ト
・
プ
ラ
カ
ー
ン
（
四
・
三
）

で
、
パ
ト
ゥ
ム
・
タ
ー
ニ
ー
（
三
・
四
）

が
続
く
。
二
つ
の
地
図
を
み
く
ら
べ
る

と
、
自
動
車
産
業
は
電
子
・
電
機
産
業

に
比
べ
て
よ
り
狭
い
地
域
に
集
積
し
て

お
り
、
ま
た
港
湾
に
近
い
地
域
に
立
地

す
る
傾
向
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

東
ア
ジ
ア
経
済
地
理
デ
ー
タ
セ
ッ
ト

と
そ
の
他
の
経
済
地
理
情
報
を
組
み
合

わ
せ
る
こ
と
で
、
東
ア
ジ
ア
全
体
の
産

業
立
地
の
決
定
要
因
に
つ
い
て
、
こ
の

よ
う
な
仮
説
を
統
計
的
に
検
証
す
る
こ

と
が
可
能
に
な
る
。

●
交
通
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
経
済
効

果
分
析

ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
で
は
、
ア
ジ
ア

経
済
地
理
デ
ー
タ
セ
ッ
ト
を
陸
路
・
海

路
・
空
路
・
鉄
道
な
ど
の
経
路
情
報
（
図

図 2　中国本土、インド、ASEANの所得階層別人口（2005 年）

（出所）図１に同じ。

図 3-1　タイにおける電子・電機
産業の LQ 分布（2005
年：県別）

（出所）図１に同じ。

4 以上
3
2
1
0

4 以上
3
2
1
0

図 3-2　タイにおける自動車産業
の LQ 分 布（2005 年：
県別）

4 以上
3
2
1
0

（出所）図１に同じ。
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４
）
と
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
空
間

経
済
学
の
理
論
に
基
づ
い
た
「
経
済
地

理
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
モ
デ
ル
（
Ｇ
Ｓ

Ｍ
）」
の
開
発
を
行
っ
て
い
る
。
Ｇ
Ｓ

Ｍ
は
、
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
人
口
・
産

業
の
地
理
的
な
分
布
の
変
化
を
予
測

し
、
さ
ま
ざ
ま
な
貿
易
・
交
通
促
進
措

置
の
影
響
を
試
算
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
二
〇
〇
七
年
度
か
ら
東
ア
ジ
ア
・

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
経
済
研
究
セ
ン
タ
ー
（
Ｅ

Ｒ
Ｉ
Ａ
）
の
要
請
に
基
づ
い
て
開
発
が

進
め
ら
れ
、
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ
に
よ
る
政
策
提

言
な
ど
に
活
用
さ
れ
て
き
た
。

図
５
は
、
中
国
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
、
ラ

オ
ス
、
タ
イ
、
ベ
ト
ナ
ム
を
繋
ぐ
南
北

経
済
回
廊
の
経
済
効
果
を
Ｇ
Ｓ
Ｍ
に

よ
っ
て
試
算
し
た
結
果
で
あ
る
。
経
済

効
果
は
、
二
〇
一
五
年
に
経
済
回
廊
が

完
成
し
た
場
合
、
一
五
年
後
の
二
〇
三

〇
年
の
時
点
で
、
経
済
回
廊
が
な
い
場

合
と
比
べ
て
各
地
域
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
が
ど
の

程
度
変
化
す
る
か
を
み
た
も
の
で
あ

る
。
経
済
回
廊
に
近
い
地
域
に
プ
ラ
ス

の
効
果
が
出
る
一
方
で
、
経
済
回
廊
か

ら
離
れ
た
地
域
で
マ
イ
ナ
ス
の
効
果

（
斜
線
で
示
さ
れ
る
）
が
出
る
な
ど
、

同
じ
国
の
な
か
で
も
地
域
に
よ
っ
て
経

済
効
果
が
違
う
こ
と
が
分
か
る
。

こ
の
よ
う
に
、
分
析
を
地
域
レ
ベ
ル

で
行
う
こ
と
で
、
よ
り
詳
細
に
経
済
効

果
が
分
か
る
他
、
開
発
に
よ
る
経
済
発

展
か
ら
取
り
残
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る

地
域
を
知
る
こ
と
で
、
よ
り
包
含
的
な

政
策
を
立
案
で
き
る
。

●
デ
ー
タ
作
成
は
「
未
来
か
ら
の

要
請
」

経
済
発
展
の
研
究
に
お
い
て
産
業
集

積
や
所
得
格
差
の
問
題
が
注
目
を
集
め

る
な
か
、
経
済
地
理
デ
ー
タ
の
重
要
性

は
益
々
高
ま
っ
て
い
る
。
経
済
統
合
で

先
行
す
る
Ｅ
Ｕ
で
は
Ｎ
Ｕ
Ｔ
Ｓ
と
呼

ば
れ
る
標
準
化
さ
れ
た
地
域
区
分
が

採
用
さ
れ
、
そ
れ
に
従
っ
た
経
済
地

理
情
報
の
収
集
が
欧
州
連
合
統
計
局

（Eurostat

）
に
よ
る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

シ
ョ
ン
の
も
と
で
行
わ
れ
て
き
た
。
時

系
列
で
蓄
積
さ
れ
た
デ
ー
タ
を
用
い
た

経
済
統
合
と
産
業
集
積
に
関
す
る
研
究

が
数
多
く
発
表
さ
れ
て
い
る
。

残
念
な
が
ら
、
東
ア
ジ
ア
に
は
欧
州

連
合
統
計
局
に
相
当
す
る
機
関
は
な

く
、
経
済
地
理
デ
ー
タ
の
体
系
的
な
収

集
は
公
的
機
関
で
は
行
わ
れ
て
い
な

い
。
今
後
、
東
ア
ジ
ア
で
さ
ら
な
る
経

済
統
合
が
進
展
し
、
同
時
に
産
業
立
地

が
大
き
く
変
化
し
て
い
く
こ
と
を
考
え

れ
ば
、
経
済
地
理
デ
ー
タ
の
収
集
を
継

続
的
に
行
う
意
義
は
大
き
い
。
統
計
情

報
が
適
切
に
保
存
さ
れ
な
い
傾
向
が
あ

る
国
々
で
は
遡
及
的
に
デ
ー
タ
を
作
成

す
る
こ
と
は
難
し
い
。
二
〇
三
〇
年
の

研
究
者
が
、
東
ア
ジ
ア
の
経
済
発
展
を

地
理
的
側
面
か
ら
振
り
返
る
と
き
、
比

較
可
能
な
時
系
列
デ
ー
タ
が
存
在
し
て

い
な
い
こ
と
は
大
き
な
問
題
と
な
る
。

東
ア
ジ
ア
の
経
済
地
理
デ
ー
タ
の
収
集

を
引
き
続
き
進
め
て
い
く
と
と
も
に
、

そ
の
重
要
性
に
つ
い
て
も
継
続
的
に
ア

ピ
ー
ル
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

（
く
ま
が
い　

さ
と
る
／
ア
ジ
ア
経
済
研

究
所　

在
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
海
外
調

査
員
）

《
参
考
Ｕ
Ｒ
Ｌ
》

●w
w
w
.ide.go.jp/Japanese/D

ata/
Geda/index.htm

l

図 4 　経済地理シミュレーションモデル内の陸路データ

（出所）筆者作成。

 
 

（出所）GSMによる試算。

 1％ 以上
 0.5％
 0％
-0.5％
-1％ 以下
 NA

図 5　南北経済回廊の経済効果予測（2030 年）


